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下大和田・小山町谷津田だより －2026年 ９月 No.295号－ 
 

【活 動 報 告】 
＜下大和田の活動＞ 写真：田中正彦 

第319回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い   2026年 ８月 ２（日） 晴れ       

7 月 29 日さいたま新都心で令和８年度第１回自然共生サイト認定証授与

式が実施され、ここ下大和田の森と谷津田が認定されました。下大和田が未

来に残したい貴重な場所であることが国レベルで公式に認められたことに

なります。この日は認証式後初の観察会。大学生３名と高校生２名の若者が

参加して質問なども多く、活気のある観察会になりました。 

最初に珍しいマンネンダケを見つけて毒キノコのことや漢方薬について

の疑問など話は尽きませんでした。田んぼではこれも珍しいサンショウモや

キイトトンボを観察。水路を泳ぐミナミメダカなどを採集しました。 

森に入ると少し暑さが和らぎます。４種のハゴロモ（アオバ、スケバ、ベ

ッコウ、チュウゴクアミガサ）の成虫と幼虫を見つけてきれい、いや気持ち

悪いという意見も。ウズマキグモの網のきれいさにみな感心していました。

生きものが共存するこの環境を、将来に残せるように今後も活動を継続して

いきましょう。 参加者１7名（大人１１名、大学生３名、高校生２名、 

小学生１名） 報告：田中正彦 

 
第320回下大和田 YPP「かかしづくり」 2026年 ８月 ８（土） 晴れ 
今年は本格的なお米つくりを３年ぶりに行いましたが、案山子つくりも

３年ぶりに行いました。夏休みの中、たくさんの子どもたちが谷津田に来

てくれました。 

暑い日でしたが、作業は涼しい森の中です。まず最初に竹林で竹を伐り

出すところから始まります。１本の竹が柱と腕になります。皆さん思い思

いの洋服と、身になる藁でかかしをつくります。ある人は楽しそうに、あ

る人は真剣に丁寧に、それぞれのスタイルで個性豊かな案山子が 6体出来

上がりました。田んぼに並べて記念撮影。田に 6体の守り神が立ちまし

た。       参加者２１名（大人１２名、大学生１名、小学生６名、幼児２名） 報告：平沼勝男 

 

＜小山町の活動＞ 

8月 13日の千葉豪雨で、小山町では谷津が広く冠水する洪水や十数か所の崖崩れが発生し、水田や家屋、道路に

大きな被害をもたらしました。心よりお見舞い申し上げます。 

☆第 248 回 小山町 YPP「小学校田んぼのネット補修」 ８月１６日（日）曇り/晴れ 
8 月 13 日の豪雨により水田は全面冠水しましたが、水が引いた後、稲は傾いてはいるものの倒伏することはな

く、稲の持つ強い撥水性により乾いて日光に輝いていました。しかし前回張ったイノシシよけネットには大量の枯

れ草が絡みつき、支柱は折れ曲がってしまったため、それらを修復し、一部交換しました。そしてネットと地面の

間の隙間をなくすためピン留め作業も合わせて行いました。   参加者４名（大人４名） 報告：阿部洋志 

 

☆臨時 小山町 YPP「山道の整備」 ８月１９日（水）晴れ  

この日は学校田んぼで有志による案山子作りを予定していましたが、13日の豪雨の後で小山にアクセスでき

ない状況だったため中止にしました。かわりに学校田んぼや YPP田んぼなどが途切れたところの小道から日枝

神社や畑へ続く山道の整備をしました。この山道は昔から小山の方々が使っていた道で、草木は茂っていたも

のの踏み跡はありましたので、草木を払い倒木を切除し最後に階段を作って畑に抜けられるようにしました。

この日はあざみ谷やごうし谷を歩いて土砂崩れなどの現場の確認もしました。土砂が流れ込み稲が埋まってし

まった田んぼを見てショックを受けました。これから少しづつでも私たちにできることをやっていくつもりで

す。                           参加者６名（大人６名） 報告：江澤芳恵 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

☆臨時 小山町 YPP「イネカメムシの駆除」 ８月３０日（日）くもり  

急に出現したイネカメムシを駆除しました。昨年、イネが実らない原因となったイネカメムシ、今年は発生

しないのかなと思っていたのですが、突然現れて出穂している稲に集まっており、虫取り網で捕まえてペット

ボトルに集めるという地道な方法で 1匹ずつ捕獲しました。総数はたぶん 150匹くらい。ペットボトルがパク

チーのような臭いでいっぱいになりました。どれくらい効果があるかわかりませんが、出穂中やこれから穂を

出す稲のためになんとか数を減らしたいと思います。    参加者６名（大人６名）  報告：高山邦明 

 

【谷津田・季節のたより】 2026年 ８月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 
8/2 田んぼの畦でキイトトンボ飛ぶ。森の中ではオオシオカラトンボ♀がハゴロモの仲間をつかまえてムシャ

ムシャ食べていた。コクワガタ♂1匹とノコギリクワガタ♀1匹が落ちていた。 

8/22 セミの大合唱、ニイニイゼミ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクホウシも。帰る頃にヒグラシの鳴き

声も。すべてのセミが出そろった。森の中でカトリヤンマを見かけた。警戒心が強く近寄らせてくれなか

った。足元からキジのメスか幼鳥が飛び立ち、驚かされた。アカメヤナギの下で大きな見かけぬクモ。あ

とで南方系のスズミグモであることが判明した。 

8/29 古代米の緑米が出穂。稲は順調に育っている。ガマの穂が実った。田んぼでちょっと珍しいコガタコガネ

グモが巣を張っていた。22日に見たスズミグモの姿はなく、巣があるばかりだった。 

＜小 山 町＞  報告：高山邦明 

草花の開花：8/1 ヨウシュヤマゴボウ、イヌタデ 8/7 ミソハギ 8/10 イノコヅチ 8/15 ガガイモ 8/20 赤米

8/24 ヤブマオ、ノダケ、チヂミザサ、アキカラマツ、ツリガネニンジン 8/26 ツルボ 8/27 ゲンノショウコ

8/29 センニンソウ 8/31 緑米、アゼナ 

観察記録： 8/7 タマムシが飛んでいた。 

8/10 夏鳥のホトトギスのさえずり（今季終認）。 

8/18 夏鳥のオオヨシキリの地鳴き（今季終認）。 

8/24 ヒヨドリの声が急に少なくなる、色づいたマイコアカネを見る、エンマコオロギの声を聞く、田んぼに

イナゴが急増 

8/25 イネカメムシが急に増える、ヒバカリを見る。 

8/29 濃い赤に色づいたノシメトンボを見かける。 
 

【イベントのお知らせ】主  催：ＮＰＯ法人  ちば環境情報センター 

＜下大和田谷津田＞  連絡先：小西 TEL.090-7941-7655  ,  E-mail  ：  yatsudasukisuki@gmail.com 

・森と水辺の手入れ 

日 時：2026年 ９月２０日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：稲刈り前の田んぼに鳥よけテープを張ります。また観察路の整備を行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・森の手入れ 

日 時：2026年 ９月２７日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：森の木の整備や下草刈りを行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 321 回  観察会とゴミ拾い   
日  時：2026年１０月  ４日（日）  ９時 45分～１２時    雨天決行 
内  容：トンボの調査も兼ねて秋の森と谷津田を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、敷物    参加費：100 円 

 

＜小山町谷津田＞   

▼第  249 回  小山町  YPP「稲刈り①」 はたはったんや黒米の稲刈りをします。 

日  時：2026 年  ９月２１日（月・祝）  ９時～１２時  ☆小雨決行 

場  所：小山町谷津田（千葉市緑区） 

持ち物：長靴（できれば長めの田んぼ用）・軍手・飲み物 

☆どなたでもお気軽に参加いただけます。初参加も歓迎です！参加のご希望、お問い合わせは、ceic.ypp.oyama@gmail.com まで

メールでご連絡下さい。 
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